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研究成果の概要（和文）：将来の気候変動による飢餓リスクへの影響は社会経済状況により大きく異なった。す
なわち、分断された社会を表すシナリオでは飢餓リスクは現在より増加しより不確実なものとなるのに対し、な
りゆきシナリオではリスクは継続的に減少し、不確実性は小さくなった。このような大きな不確実性のもとで対
策を決めていくことが、政策決定者の課題となるだろう。また、100年に一度の極端現象下での必要な備蓄量を
現在の備蓄と比較したところ、現在の世界の備蓄量は十分だが、影響を受ける地域では十分に備蓄されていなか
った。これは、極端現象の発生時における食糧支援やそのための協力体制が飢餓リスクの軽減には重要であるこ
とを示唆している。

研究成果の概要（英文）：Future climate variability is a concern for food security. Although the 
uncertainty of food security under the mean climate state has been quantified in numerous studies, 
variability has rarely been taken into account. We clarified how projections of the risk of hunger 
are affected by potential changes in crop yields under climate variability and other major 
uncertainties expected to occur by the middle of this century. The results suggest that the 
magnitude of uncertainty increases over time regardless of socioeconomic developments. The results 
also suggest that better food storage or food aid systems are required in affected countries so that
 they can tolerate the worst case.

研究分野： システム工学
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１．研究開始当初の背景 
 

将来の気候変化による影響は、自然災害、
水資源、農業、健康、海面水位の上昇、生
態系など多岐に渡り、これらの影響は、将
来気候変化の緩和策をとらない場合、大き
くなると予想される。なかでも農業は食料
供給という点で極めて重要な分野の一つで
あり、気候変化と農業・食料との関係につ
いては多くの研究が行われてきた。これま
での研究により、将来の気候変化は食料生
産に大きな影響をもたらすこと、さらに、
気候緩和策をとらない場合、作物収量（単
位面積当たりの作物生産量）の変化がもた
らす食料消費、飢餓リスクへの影響は避け

られないことが明らかにされた。 
近年、極端現象による影響について関心

が高まっている。気候変動に関する政府間
パネル(IPCC)が最新の研究成果をとりまと
めた特別報告書(IPCC, 2011)によると、近年
の極端現象の増加の一部は人間活動起源の

気候変化が寄与している(中程度から高い
確信度)。さらに、上述のような長期に渡る
ゆるやかな気候変化による影響と過去に起
きた極端現象による被害に関する研究はこ
れまで行われてきたが、将来の極端現象に

よる影響評価は国際的にもまだ始まったば
かりであり、食料消費、飢餓リスクへの影
響を評価した研究はない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では世界を対象に将来の極端現象に
よる食料消費と飢餓リスクへの影響を明ら
かにする。極端現象の中でも熱波や干ばつ
による作物収量の低下を主たる要因として
取り上げ、21 世紀前半に起こりうる作物収
量の低下が、食料消費カロリーと栄養不足
人口におよぼす影響を明らかにした。さら
に、適応策の一つとして、影響の軽減に必
要な食料備蓄を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、作物モデルと応用一般均衡
（CGE）モデルを用いた。将来の飢餓リス
クに関する不確実性を考慮するため、SSP
で代表される共通社会経済と RCP で代表
される気候条件、さらに、５つの気候モデ
ル、20 年間分の気候の年変動、作物モデル
のパラメータの不確実性を考慮し、将来の
収量生起確率分布を作成した。それを、モ
ンテカルロ法を用いてCGEモデルに与え、
分布を再現する十分な回数の繰り返し計算
を行った。適応策として食料備蓄の必要量
は、極端現象下における気候変動なしケー
スからの減少分を食料不足分とみなし、極
端現象下でのリスクを軽減するために必要
な食料備蓄として想定して算出した。 

 
４．研究成果 
 
極端現象による飢餓リスクへの影響は将来
の社会経済状況により大きく依存すること
が明らかとなった。すなわち、分断された
社会を表すシナリオでは飢餓リスクは現在
よりも増加し不確実なものとなるのに対し、
なりゆきの社会を示すシナリオでは継続的
に減少し、不確実性も小さくなった。これ
は、長期的な気候変化の影響だけではなく
短期的な気候変動による影響も含むより大
きな不確実性のもとでの意思決定を下すこ
とが、政策決定者の課題となることを示し
ている。また、100 年に一度の極端現象下
で必要な備蓄量を現在の備蓄と比較したと
ころ、現在の世界の備蓄量は技術的に十分
だが、極端気候条件下で必要とされうる地
域では十分に備蓄されていないことが明ら
かとなった。現在の備蓄は半数が中国、次
いで 20％米国であるのに対し、極端現象下
において必要とされる地域は南アジア、中
国、その他アフリカである。これは、極端
現象が発生した際に地域横断的な食糧支援
や協力体制が飢餓リスクの軽減には重要で
あることを示唆している。 
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図 気候変動による世界の栄誉不足人口の
確率分布。なりゆき社会（SSP2）と分断型社
会（SSP3）で最も気候変化が進んだシナリオ
（SRCP8.5）を示す。CO2 施肥効果は考慮しな
いケース。点線は平均的な(10 年移動平均)
気候変化による結果を示す。黒実線は観測値
および気候変化がないと想定したケースを
示す。 
 
以上の成果は現在国際誌に投稿中である。 
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